
学校だより  
「保土中プライド」 

                                      校長 工藤 祐嗣 

「保中祭」も 23 日の合唱コンクールで終了しました。みなさんにとって今年の文化祭はいかがでした

か？ 各部活の発表や有志団体のパフォーマンスは時間をかけて丁寧に努力を重ねて作り上げた作品を

披露してくれました。鑑賞をしている人たちがその世界に浸れるような作品の数々に私自身も目頭を熱くし

ながら楽しみました。実は校長先生の同級生が地域の立場で１日目の体育館に６人来ていました。自分の

母校でもある学校を懐かしく胸が熱い思いで見ていたと思います。 

そして発表を見て、レベルの高さに驚いていました。「中学生がここまでできるんだ」「いや～目頭が熱く

なったよ」「とてもいいものを見させてもらった」「母校の子どもたちはすごいね」と感激していました。 

そしてクラス一丸で取り組んだ合唱コンクール、各クラスがいろいろな困難を乗り越え、努力してきたこと

がしっかりとわかる発表だったと思います。賞を取ったクラスも手が届かなかったクラスも満足感ある表情を

見ることができました。「みなとみらいホール」の会場にふさわしい素晴らしい合唱を本当にありがとうござ

いました。この行事を通して各学年や学級が大きく成長していくことを期待しています。 

１１月５日の朝会で話しましたが「みなとみらいホール」の会場の方に皆さんの鑑賞態度や会場の使い方

が素晴らしいとお褒めの言葉をいただいています。普段から TPO に合わせての心構えがしっかりと身につ

いている証だと思います。心からうれしいと思いました。 

さまざまな行事で人間として成長する中で「保土中プライド」もより輝きが増しています。誇りある学校を

今作っているのは紛れもなく皆さんです。これから新しい生徒会に変わりそこを柱に、また新たな進化を見

せていきましょう。 
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 今年度の第一回目の文化祭実行委員会が開かれた際、委員たちから「みんなの心に残る保中祭にしたい」、「楽

しくて夢中になれる保中祭にしよう」という意見が寄せられました。その実現に向けて実行委員がクラスの中心

となって積極的に活動していこうと始動しました。実行委員では大きく「スローガン・しおり」、「映像」、「ステ

ージ」、「合唱」の 4 つのセクションに分かれて活動するのですが、どの担当も本番までの限られた時間の中で、

学年を越えて協力し、一人ひとりの出せる力を発揮することができました。 

 1 日目ステージ発表  

 今年は、日頃よりお世話になっている地域の方々にも観に来ていただけるように土曜日開催にしました。6月

より募集した有志 5 団体による、バンド演奏、ダンス、歌唱など。生徒たちは普段見せることのない新たな特技

や才能をステージで発揮し、驚きのパフォーマンスを披露しました。演劇部は、今年の夏に行われた横浜市中学

校演劇発表会中部地区大会で最優秀に輝いた作品を３０分に集約して発表しました。「一人ひとりに種がある。

その花を咲かせる場所をください。」というラストシーンのセリフには思わず心を鷲づかみにされました。 

そして吹奏楽部は、迫力のある曲や会場が一体となって楽しめる曲を演奏しました。参観された地域の方々か

らは、「どれも中学生とは思えないレベルの高い発表に驚きました。」「今後とも頑張ってください。応援してい

ます。」と励ましのお言葉を頂きました。 

 ステージと同時進行で、茶道部のお茶会が開かれ、部員たちは約５０名の希望生徒を対象にお点前を披露しま

した。体験した生徒は普段あまり体験できない茶道の礼儀作法を知り、おいしいお抹茶と和菓子を頂き、心和む

時間が過ごすことができました。教室では、映像係が制作した動画を視聴しました。実行委員たちは、自らコン

セプトや構成を考え、教員や ICT 支援員の方からやり方を教わり、撮影、編集作業を夏休み前から始め、完成、

上映まで本当によく頑張りました。 

 2 日目合唱コンクール  

 練習の段階から、各クラスで合唱の目標を掲げ、「団結」、「一生懸命」、「思い出」など合唱で大切にしたいこと

を共有して取り組みました。また、他学年との交流練習、学年リハーサルでお互いのいいところを聴き合い、切

磋琢磨することができ、学校全体で合唱に取り組む意識を高めていくことができました。 

 １年生はフレッシュで元気な歌声で、２年生は豊かな声量で堂々と、３年生は中学校生活最後の合唱コンクー

ルへの悔いを残さず、精一杯の合唱をしようという思いで臨んだ当日。

みなとみらいホールでは、それぞれのクラスや学年で練習してきた合唱

の成果をホールに響かせることができました。ステージに立つまでに各

クラスで色々な困難や喜びなどそれぞれのドラマがあったと思います

が、その全てを一曲に込めて合唱する生徒たちの姿は、聴いている人た

ちの心に響くものがありました。全校で歌った校歌や職員合唱では、歌

う側も聴く側も心が震える体験ができた合唱コンクールになりました。

新たなページを刻み、そして次の後輩たちへと歌声を繋げることのできた合唱コンクールになったと思います。

保護者の皆さま、地域の皆さまのお陰で今年も保中祭を開催することができました。ご協力いただきありがとう

ございました。 

 

 

 

 

人の心と心を結ぶ保中祭 

『喜想天凱』思いもよらない「奇想

天外」という意味と、自分たちの掲

げたクラスの目標を達成したとき

に奏でる喜びの合唱をしよう、とい

う思いが込められています。 

 



 

 

 

１０月３０日（水） 横浜武道館にて「横浜市中学校総合体育大会 閉会式」が行われました。保土ケ谷中

学校からは体育活動優秀生徒の３年生２名と運動部から２年生の代表生徒５名の計７名の生徒が参加し

ました。全国大会にもつながる大事な大会の締めくくりにふさわしい閉会式でした。 

 

 

 

 

 

保土ケ谷中学校では、毎月１４日を、「いじめ防止 DAY」と定め、さまざまな取組をスタートしています。たま

たま１４日は、これまで土休日が多く、なかなか浸透していない面もあります。 

１１月は、「なまえ」をテーマに取り組んでいます。どんな人にも、すばらしい名前があります。そのことの大

切さをたしかめ、さらに、他人の名前を「いじる」ことで「さげすむこと」はやめようということを伝えたいと考

えました。 

  来月は、世界人権宣言が採択された日を中心に、人権週間があります。例えば、２年生では、道徳の時間

に、「ちがいのちがい」「権利の熱気球」などの参加型学習を実施する予定です。 

  先日、詩人の谷川俊太郎さんが亡くなりました。子どもたちにとって、国語の授業や、合唱の歌詞で親し

む機会の多かった詩人です。谷川さんの訳した「世界人権宣言」は、とても分かりやすく素敵な訳です。１２

月の１４日には、どのクラスでもその１節を読むという取り組みを考えています。 

 

第１条 みんな仲間だ 

わたしたちはみな、生まれながらにして自由です。ひとりひとりがかけがえのない人間であり、その値打

ちも同じです。だから互いによく考え、助け合わなければなりません。 

＜谷川俊太郎、アムネスティ日本 訳＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止 DAY 

総合体育大会閉会式 



 

 

 

スクールカウンセラーの渡辺 静さん来校日…☆  

小山 賢二さん来校日…★  

相談室直通 ０４５－３３１－８５９４  

                                                     

挿絵 ： 保土ケ谷中学校 美術部 

 
曜 行事など 日 曜 行事など 日 曜 行事など 

１ 日 
 

１２ 木 全校評議会 ２３ 月 ★  １・２年個人面談 

２ 月 ★       朝会 １３ 金  ２４ 火 大掃除 

３ 火  １４ 土 
 

２５ 水  終業式 

４ 水 ☆  ３年個人面談 １５ 日 
 

２６ 木 
 

５ 木 ３年個人面談 １６ 月 ★ ２７ 金 
 

６ 金 ３年個人面談 １７ 火 
 

２８ 土  

７ 土 
 

１８ 水 ☆  １・２年個人面談 ２９ 日 
 

８ 日 
 

１９ 木 １・２年個人面談 ３０ 月 
 

９ 月 ★  ３年個人面談          ２０ 金 １・２年個人面談 ３１ 火  

10 火 
 

２１ 土 
    

１１ 水 ☆ ２２ 日  
   

１２月予定表 


